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入試情報 

受験生へのメッセージ３ 

今年も各校の先生から、励ましの言葉、受験場の注意、入試のポイント等のメッセージをいただきました。

お忙しい中、お時間を割いてメッセージをお送りいただいた先生方にお礼を申し上げます。 

＝男子校＝ 

明法中学校 

１．励ましの言葉 

入試まで 1 ヶ月を切り、不安も高まっているのではないでしょうか。ただ、今まで遊ぶ時間も削って頑張っ

てきたのですから、あと一息です。この時期から大切になることは、こころとからだの健康を保つことです。

しっかりと食事をとり、睡眠を十分にとって、からだの健康を保つと同時に、「自分は今まで頑張ってきた

んだから、絶対に合格できる」というふうに、自分を信じることで、こころの健康も保ちましょう。不安や緊

張でピリピリしがちですが、中学受験ができるのも、家族の皆さんなどの支えがあるからこそです。支え

てくれる人たちへの感謝の気持ちを持つことも、厳しい今を乗り切って当日に力を発揮するために大切

なことです。明法中学は、感謝の気持ちをもって、人との信頼関係を大切にできる生徒を育てる学校で

す。感謝の気持ちをもって生活できる人は、本校に入学してからも絶対に成功できます。 

皆さんのあきらめない、気を抜かない最後までの健闘を祈っています。 

２．受験上の注意 
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受験に必要な、筆記用具（鉛筆、消しゴム）と受験票、上履きを忘れないようにしてください。シャープペ

ンシルは使用してかまいませんが、下敷きは使用できません。コンパス、定規、赤鉛筆、ボールペンは必

要ありません。 

携帯電話を持っている場合は、電源を切り、荷物に入れてもらいます。また、腕時計は使用できますが、

計算機能付き時計は使用できません。 

入試当日、集合時間に遅刻しそうなときは、早めにお電話を下さい。遅刻には以下の原則で対応致しま

す。 

＊１時間目の試験時間中に入室した場合、試験時間は残りの時間になります。 

＊１時間目を受験できなかった場合は、受験資格を失います。 

 

＝女子校＝ 

大妻多摩中学校 

１. 励ましの言葉 

受験生の皆さん、いよいよ入試本番まで一月を切りましたね。これまでの努力の成果が実ることを祈っ

ています。今は不安な気持ちもあるかと思いますが、ここまで頑張ってきた自分を信じて最後まで諦めず

に努力し、全力で挑戦して下さい。思っているほど門は狭くはないのかもしれませんよ。 

４月満開の桜の頃にお会いできるのを楽しみにしています。まずは、入試当日に元気な顔を見せて下さ

い。健闘をお祈りしています。ごきげんよう。 

２. 受験場の注意 

(1)受付の時間について 

・控え室(体育館棟１階、学生食堂)の開場時刻：午前７：００ 

・受験会場(中高棟)の受付開始時刻：午前７：５０ 

(2)持ち物について 

・受験票、筆記用具、上履きをご持参下さい。 

・昼食は必要ありません。 

・試験室には電波時計が設置されていますが、腕時計等をご持参される場合は、アラームなどの音が出

ないようにして下さい。 

・膝掛けなどの使用は禁止とさせていただきます。試験室には暖房がついていますが、ご心配な方はズ

ボンなどをご着用下さい。 

(3)筆記用具について 

・解答用紙への記入は、黒の鉛筆（ことわざ・熟語などが書かれているものは不可）またはシャープペン

シルのみ許可とします。 

・問題用紙には蛍光ペン（マーカー）などを使用しても構いません。 

・下敷きは使用できません。 

(4)携帯電話について 

・キャンパス内への持ち込みは禁止にしておりませんが、受験会場(中高棟)でのご使用は、休憩時間も

含めて禁止とさせていただきます。 
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(5)受験会場(中高棟)での飲食について 

・受験会場(中高棟)での食事は禁止とさせていただきます。あらかじめ控え室(体育館棟１階、学生食堂)

で済ませて下さい。 

・受験会場(中高棟)では、休憩時間に限り水分の補給やのど飴をなめることは可能です。 

(6)遅刻、インフルエンザ等の体調不良の場合について 

・交通事情などにより遅刻した場合や、インフルエンザ等の体調不良の場合には、別室受験で対応いた

します。事前にお分かりの場合には、ご連絡下さい。TEL：０４２－３７２－９１１３ 

・寝坊等の個人的な理由で遅刻され、試験開始１５分を経過した場合には受験できませんので、あらか

じめ電車、バスの時刻をご確認下さい。 

(7)お車でのご来校について 

・願書提出、合格発表、入学手続きを含めて、お車でのご来校はご遠慮下さい。電車等の公共交通機関

をご利用下さい。 

(8)入試に関わる時間変更等の緊急連絡について 

・入学試験当日に、天候、地震、交通事情などにより、試験の開始時刻等に変更が生じる場合には、当

日朝６：５０までに ＨＰ（http://www.otsuma-tama.ed.jp）でお知らせします。携帯電話からもアクセスでき

ます。 

・また、次の通りラジオによる緊急連絡放送をいたします。 

 ＜日 時＞ 第１回、第２回、第３回試験ともに、入学試験当日の午前６時（番組の都合で１～２分前後

することがあります） 

 ＜放送局＞ ニッポン放送 １２４２kHz 

※詳しくは、入試要項または本校ホームページをご覧下さい。 

http://www.otsuma-tama.ed.jp 

 

女子聖学院中学校 

励ましの言葉 

女子聖学院の校庭では、よく見るといろいろな木々に小さなかたい目がたくさんついています。 

サクラは花のつぼみが、カエデやイチョウは新しい歯になる準備が少しずつ進んでいます。 

土の中でも種や球根が芽生えの時期を待っています。 

受験生の皆さんも中学生になるための準備をずっとしてきましたね。 

自信を持ってあなた自身の花を咲かせてください。 

サクラやチューリップの花が咲き、イチョウの可愛い葉が出ろ頃、皆さんをお迎えすために準備を整えて

楽しみに待っています。 

 

＝共学校＝ 

立正中学校 

１．励ましの言葉 

先ずは、自分の将来を切り開こうと、中学受験をする受験生諸君に敬意を表します。 
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ここまでの頑張りは、きっとあなたの将来に向けて、貴重な財産になると思います。 

でも、もうひと頑張り目標に向けて最後の時間を過ごしましょう。悔いの残らない様に。 

それが、今まであなたを支えてくれた大切な人達への感謝だと思います。 

４月から目標にしていた学校で過ごすこと、それが支えてくれた人達への最大の恩返しです。 

成功を心から祈念致します。 

２．受験上の注意 

一番、大切なのは、体調管理です。体調が悪いと折角の自分の力を発揮できません。 

でも、もし体調を崩してしまったら、誰でも良いので、本校の人間に声をかけて下さい。 

皆、あなたの力になりたいと思っています。受験には安心して臨んで下さい。 

立正の先生たちは、皆、あなたの力になりたいと思っています。 

 

応募状況１ 

寮のある学校の東京入試応募者推移 （各校とも東京会場１回目入試の応募者数） 

           ０７年   ０８年  ０９年  １０年   １１年   １２年 

函館ラ・サール  ７５２   ８１４   ７６６   ６１６   ６１０   ５４８ 

静岡聖光      －－   －－   －－    ７４    ８７    ９９ 

那須海城     １２９２  １１４０   ９０２   ７５１   ６９３   休止 

西大和       ５２０   ５３７   ４７４   ４１２   ３９４   ３８８ 

函館白百合    ３３４   ３４４   ３０８   ２８４   ６１０   ６６５ 

札幌聖心     －－   －－   －－   －－    １２７   １７４ 

土佐塾中     ２９８７  ２７６３  ２８３５  ２６４６  ２５１６  ２９４８ 

佐久長聖     １０５５  １３０３   ８７２   ８９３   ８２９   ７３７ 

秀光         ３３４   ４１１   ６０９   ７２９   ７１１   ４８２ 

長崎日大     １１３６  １６５２  １８５０  ２０３０  ２０６２  １９２６ 

如水館       －－   －－    １８３   ３２０   ３４３   ３４１ 

愛光         －－   －－    －－   １９６   １２４   １７５ 

小計        ８４１０  ８９６４  ８７９７  ８９５１  ９１０６  ８４８３ 

早大摂陵      －－   －－    －－   ２０６   ４５０   ５９８ 

早大佐賀      －－   －－    －－   ２１５   ２６１   ３３７ 

合計        ８４１０  ８９６４  ８７９７  ９３７２  ９８１７  ９４１８ 

＝昨年の震災の影響で那須海城が今年度の募集を休止。その分、男子の１月東京入試の出願が土佐

塾に流れる。土佐塾の男子の応募者数は昨年の１３１３名から１７０９名に。＝ 

                                                               

その他 
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電車広告 

学校説明会の帰りに、電車のドアの上を見るとある私立中高の広告が目につく。そこには「進学の強豪

校へ」というコピーが。 

 

その学校が進学の強豪校になろうとする意味なのか、進学の強豪校であるその学校に入学しなさいとい

う意味なのかわからないが、いずれにしても、進学の強豪校という言葉を使う学校の意識には違和感を

覚える。多分、その学校の先生が考えたのではなく、依頼した広告会社が考えたのであろうが、その言

葉を使うことを認めたのはその学校に他ならない。 

確かに保護者の学校選択の基準が各学校の大学進学実績に流れてはいるが、だからこそ私学として伝

えたいことが他にないのだろうか。しかし、このコピーを見て、この学校に興味を持つ保護者がいるのだ

ろうか。生徒から預かった授業料はもっと大事に使う道があるのでは。 


